
半島先端部を目指す人へ ～バックカントリー情報あれこれ～

壁一面の岬最新情報！

解剖
役割は大きく2つ

1階

海のいきもの観察 ～海が目の前！ガラス張りフロア～2階

Rusa Field House 

自然情報から観光情報、注意喚起まで盛りだくさん。
壁一面のホワイトボード式インフォメーションボードには
最新情報を更新し、来館者への情報提供としています。

岬を攻略するために必要な装備やノウハウを「攻略本」や
「カルタ」などにして展示しています。全てスタッフの手作
りです。

ヒグマが高密度に生息している
知床の先端部地区。ヒグマ対策
は常識。ヒグマ撃退スプレーや
食料を入れるフードコンテナの
レンタルもルサフィールドハウス
で！

スタッフが一組ごとに先端
部利用に関するレクチャー
を行います。ときに命に関わ
るリスクを負うアクティビ
ティでは、スキルに合わせて
具体的なレクチャーが必要
です。

岬を目指すためのコツを伝授！

クマ対策アイテムレンタル

岬を突破するための「攻略本」と
「必須アイテム」を展示！

なんと！室内からホエールウォッチングができます。凪の日
がねらい目です。遠くの鯨類も観察できるようになっていま
す。観察できた日を記録していて、来館者への情報提供に活
用しています。

1階を見下ろすと床に描かれた実物大のシャチの絵が！自
由にtかえる双眼鏡や望遠鏡をのぞきながら2階のフロアで
海を眺めてのんびりくつろげます。

なぎ

クジラが見える
！

知床半島先端部地区の入り口に位置する
ルサフィールドハウス。先端部地区の利用
者にとってゲート的な役割を担っている。

●知床自然センター

知床岬

相泊

ウトロ

ルサフィールドハウス

羅臼ビジターセンター 羅臼

知床半島
先端部地区

ルサフィールドハウス

5月～10月末までの半年間のみ
開館しています。
水道はなくトイレの水は循環させ
て使用しています。

知床財団はフィールドハウスの管理を
環境省と羅臼町から受託しています。

2009年に開館し
た

環境省の施設で
す。

先端部の巡視はスタッフ
自らが実施。身体張ってま
す！

サ
ケ
や
マ
ス
、コ
ン
ブ
な
ど
、海
に
身
を
置
き
発
展
し
て
き
た
町
、羅

臼
。施
設
周
辺
は
す
べ
て
番
屋
で
夏
期
に
は
家
族
総
出
の
昆
布
漁

が
営
ま
れ
て
い
る
。親
子
や
三
世
代
で
散
歩
が
て
ら
の
寄
り
道
も
し

ば
し
ば
で
町
民
が
気
や
す
く
集
う
空
間
作
り
を
心
が
け
て
い
る
。

市街地から16km離れてい
る。町内ではあるが、ちょっと
した「お出かけ」の距離感だ。

ふるさとの風景が凝縮したル
サ。ディスプレイにも海の要素
は欠かせない。

2
地
域
の
人
々
の
憩
い
の
場

これもポイ
ント

webサイト シレココ
まずはwebサイトで先端部地
区の概要をつかんでもらい、来
館という二段構え。

役割は大きく2つ
知
床
半
島
の
核
心
部
と
さ
れ
る

「
先
端
部
地
区
」、整
備
さ
れ
た
道

の
な
い
エ
リ
ア
の
深
い
魅
力
と
そ

の
楽
し
み
方
、安
全
管
理
や
環
境

保
全
へ
の
対
策
や
具
体
的
な
方

法
を
紹
介
す
る
。伝
え
る
こ
と
は

難
し
い
。現
場
に
足
を
運
び
、レ
ク

チ
ャ
ー
の
リ
ア
リ
テ
ィ
は
経
験
か

ら
導
く
。

1
先
端
部
へ
の
入
口

https://www.env.go.jp/park/shiretoko/guide/sirecoco/
シレココの制作も知床財団が携わっています

ル
サ
と
は
ど
の
よ
う
な
場
所
か

「
ル
サ
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
で
す
か
」。

施
設
で
お
客
様
に
よ
く
た
ず
ね
ら
れ
る

質
問
の
ひ
と
つ
だ
。
ル
サ
は
ア
イ
ヌ
語
で

「
ル
・
エ
・
シ
ャ
ニ
」、
道
が
・
そ
こ
か
ら
・

浜
へ
出
て
い
く
所
が
語
源
で
あ
る
。
知
床

半
島
の
主
峰
羅
臼
岳
と
半
島
先
端
部
に

位
置
す
る
知
床
岳
の
間
、
海
に
至
る
2
つ

の
河
川
の
広
が
り
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
標

高
1
0
0
0ｍ
を
こ
え
る
屏
風
の
よ
う
に

海
に
突
き
出
し
た
知
床
で
、
ル
サ
は
標
高

2
4
0
ｍ
の
低
い
鞍
部
に
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
ル
サ
は
、風
が
集
ま
り
吹
き
出
す
「
風

の
通
り
道
」
で
あ
り
、
ア
イ
ヌ
は
こ
の
川

を
東
西
に
伝
い
、「
道
」
と
し
て
半
島
を
行

き
来
し
て
い
た
と
い
う
。

の
ち
に
ル
エ
シ
ャ
ニ
は
ル
シ
ャ
と
名
を

変
え
、
斜
里
側
は
「
ル
シ
ャ
」、
羅
臼
側
は

「
ル
サ
」
と
な
っ
た
。
与
え
ら
れ
た
厳
し
い

環
境
、
こ
の
地
に
生
き
て
き
た
人
々
の
姿

を
示
す
そ
の
言
葉
を
携
え
、
ル
サ
フ
ィ
ー

ル
ド
ハ
ウ
ス
は
2
0
0
9
年
に
開
館
し
た
。

ルサ
- 文 -　稲葉　可奈　羅臼地区事業係　／　坂部　皆子　羅臼地区事業係長
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壁一面の岬最新情報！
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役割は大きく2つ
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Rusa Field House 

自然情報から観光情報、注意喚起まで盛りだくさん。
壁一面のホワイトボード式インフォメーションボードには
最新情報を更新し、来館者への情報提供としています。

岬を攻略するために必要な装備やノウハウを「攻略本」や
「カルタ」などにして展示しています。全てスタッフの手作
りです。

ヒグマが高密度に生息している
知床の先端部地区。ヒグマ対策
は常識。ヒグマ撃退スプレーや
食料を入れるフードコンテナの
レンタルもルサフィールドハウス
で！

スタッフが一組ごとに先端
部利用に関するレクチャー
を行ないます。ときに命に関
わるリスクを負うアクティビ
ティでは、スキルに合わせて
具体的なレクチャーが必要
です。

岬を目指すためのコツを伝授！

クマ対策アイテムレンタル

岬を突破するための「攻略本」と
　　　　　　 「必須アイテム」を展示！

なんと！室内からホエールウォッチングができます。凪の日
がねらい目です。遠くの鯨類も観察できるようになっていま
す。観察できた日を記録していて、来館者への情報提供に活
用しています。

1階を見下ろすと床に描かれた実物大のシャチの絵が！自
由に使える双眼鏡や望遠鏡をのぞきながら2階のフロアで
海を眺めてのんびりくつろげます。

なぎ

クジラが見える
！

知床半島先端部地区の入り口に位置する
ルサフィールドハウス。先端部地区の利用
者にとってゲート的な役割を担っている。

●知床自然センター

知床岬

相泊

ウトロ

ルサフィールドハウス

羅臼ビジターセンター 羅臼

知床半島
先端部地区

先端部の巡視はスタッフ
自らが実施。身体張ってま
す！

サ
ケ
や
マ
ス
、コ
ン
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な
ど
、海
に
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き
発
展
し
て
き
た
町
、羅
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設
周
辺
は
す
べ
て
番
屋
で
夏
期
に
は
家
族
総
出
の
昆
布
漁

が
営
ま
れ
て
い
る
。親
子
や
三
世
代
で
散
歩
が
て
ら
の
寄
り
道
も
し

ば
し
ば
で
町
民
が
気
や
す
く
集
う
空
間
作
り
を
心
が
け
て
い
る
。

市街地から16km離れてい
る。町内ではあるが、ちょっと
した「お出かけ」の距離感だ。

ふるさとの風景が凝縮したル
サ。ディスプレイにも海の要素
は欠かせない。

2
地
域
の
人
々
の
憩
い
の
場

これもポイ
ント

webサイト シレココ
まずはwebサイトで先端部地
区の概要をつかんでもらい、来
館という二段構え。

役割は大きく2つ
知
床
半
島
の
核
心
部
と
さ
れ
る

「
先
端
部
地
区
」、整
備
さ
れ
た
道

の
な
い
エ
リ
ア
の
深
い
魅
力
と
そ

の
楽
し
み
方
、安
全
管
理
や
環
境

保
全
へ
の
対
策
や
具
体
的
な
方

法
を
紹
介
す
る
。伝
え
る
こ
と
は

難
し
い
。現
場
に
足
を
運
び
、レ
ク

チ
ャ
ー
の
リ
ア
リ
テ
ィ
は
経
験
か

ら
導
く
。

1
先
端
部
へ
の
入
口

https://www.env.go.jp/park/shiretoko/guide/sirecoco/
シレココの制作も知床財団が携わっています
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知
床
財
団
の「
ル
サ
構
想
」と
は
？

ル
サ
フ
ィ
ー
ル
ド
ハ
ウ
ス
の
あ
る
ル
サ
川

河
口
周
辺
は
、
こ
の
知
床
の
中
で
も
特
に
自

然
の
奥
深
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
る
場
所
で

す
。
知
床
羅
臼
の
豊
か
な
海
と
そ
こ
に
流
れ

込
む
ル
サ
川
は
、
人
工
的
な
ダ
ム
の
な
い
自

然
河
川
で
、
カ
ラ
フ
ト
マ
ス
や
シ
ロ
ザ
ケ
が

遡
上
し
ま
す
。
そ
し
て
、
ヒ
グ
マ
や
シ
マ
フ

ク
ロ
ウ
が
訪
れ
、
冬
に
は
オ
ジ
ロ
ワ
シ
や
オ

オ
ワ
シ
が
舞
い
ま
す
。
世
界
自
然
遺
産
地
域

の
羅
臼
側
の
入
口
で
あ
り
、
先
端
部
地
区
へ

の
ゲ
ー
ト
で
も
あ
る
ル
サ
を
、
バ
ッ
ク
カ
ン

ト
リ
ー
を
目
指
す
人
た
ち
ば
か
り
で
な
く
、

一
般
の
観
光
客
に
も
是
非
訪
れ
た
い
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
そ
し
て
地
元
の
人
々

に
も
愛
さ
れ
る
魅
力
的
な
場
所
に
し
て
い
く

た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。
そ
れ
を

考
え
る
の
が
、知
床
財
団
の
ル
サ
構
想
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
ル
サ
構
想
で
は
、
担
当
者
が

語
り
合
い
な
が
ら
何
度
も
何
度
も
絵
を
描
き

な
お
し
て
、
検
討
を
重
ね
、
ま
た
、
職
員
で

チ
ー
ム
を
作
り
そ
れ
ぞ
れ
が
今
後
の
ル
サ
構

想
を
作
成
し
、
対
戦
形
式
で
発
表
を
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
構
想
の
中
に
は
、
ヒ
グ
マ
を
観
察
で

き
る
施
設
の
整
備
や
キ
ャ
ン
プ
場
の
整
備
、

ル
サ
￨
相
泊
間
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
、

カ
フ
ェ
や
夜
間
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
た
く
さ
ん

の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
生
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め

よ
う
！

こ
の
よ
う
に
知
床
財
団
内
で
は
未
来
の
ル

サ
像
に
思
い
を
馳
せ
、
様
々
な
計
画
が
語
ら

れ
て
き
た
の
で
す
が
、
そ
れ
ら
を
具
体
化
す

る
の
は
行
政
側
と
の
調
整
も
必
要
で
、
実
現

に
は
ま
だ
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。
そ
こ

で
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
1　
ル
サ
カ
フ
ェ

そ
の
第
1
弾
が
2
0
1
5
年
か
ら
始
め

た
「
ル
サ
カ
フ
ェ
」
で
す
。
ル
サ
構
想
の
計

画
を
具
現
化
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
多

く
の
人
に
と
っ
て
こ
の
場
所
が
憩
い
の
場
所

と
な
っ
て
ほ
し
い
。
そ
ん
な
思
い
で
カ
フ
ェ

が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
初
年
度
は
期
間
限
定

で
年
1
回
で
し
た
が
、
翌
年
に
は
年
2
回
に

な
り
、
昨
年
は
つ
い
に
夜
間
延
長
開
館
を
行

い
「
夜
の
ル
サ
カ
フ
ェ
」
も
実
現
し
ま
し

た
。
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
と
軽
食
や
ス
イ
ー

ツ
を
提
供
し
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
地
域
の

方
々
に
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

図 . 2011年にできあがった知床財団のルサ構想
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そ
の
２　
森
づ
く
り
と
イ
ベ
ン
ト
の

実
施第

2
弾
は「
森
づ
く
り
」で
す
。
ル
サ
フ
ィ
ー

ル
ド
ハ
ウ
ス
の
裏
手
の
土
地
は
ル
サ
特
有
の
冬

の
強
風
と
増
え
過
ぎ
た
エ
ゾ
シ
カ
の
食
害
に

よ
り
稚
樹
が
大
き
く
育
つ
こ
と
が
で
き
な
い
で

い
ま
す
。
そ
こ
で
自
立
式
の
防
雪
防
風
防
鹿

柵
を
設
置
し
自
然
に
生
育
し
て
い
る
稚
樹
の

成
長
を
助
け
る
、
と
い
う
事
業
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
知
床
財
団
自
然
復
元
係
の
全
面
協

力
を
得
て
、2
0
1
7
年
秋
ま
で
に
総
延
長
約

40
メ
ー
ト
ル
の
柵
を
作
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
柵
の
中
の
稚
樹
の
生
育
を
見

守
ろ
う
と
、
町
民
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
「
僕
と
私

と
ル
サ
の
小
さ
い
木
」
を
2
0
1
7
年
10
月
に

実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
に
は
各
自
「
自
分

の
木
」を
選
ん
で
い
た
だ
き
、そ
の
木
を
ス
ケ
ッ

チ
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に
成
長
し
て
い
く
の
か

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
ル
サ

ま
る
で
知
床
の
魅
力
を
凝
縮
し
た
よ
う
な

地
で
あ
る
「
ル
サ
」
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
大

き
な
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ル
サ
フ
ィ
ー
ル

ド
ハ
ウ
ス
を
核
と
し
た
構
想
を
練
り
続
け
な

が
ら
、
同
時
に
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を

一
つ
一
つ
実
行
・
継
続
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

2
0
1
7
年
、「
僕
と
私
と
ル
サ
の
小
さ

い
木
」
で
子
供
た
ち
と
観
察
し
た
稚
樹
は
、

ま
だ
ま
だ
子
供
た
ち
よ
り
も
ず
っ
と
小
さ
な

木
ば
か
り
で
す
。
け
れ
ど
数
年
後
に
は
子
供

た
ち
と
同
じ
く
ら
い
に
成
長
し
た
「
僕
と
私

と
ル
サ
の
中
く
ら
い
の
木
」
を
見
る
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
彼
ら
が
大
人
に
な
っ
た
こ
ろ
、「
僕
と
私

と
ル
サ
の
大
き
い
木
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を

彼
ら
の
子
供
た
ち
と
一
緒
に
や
っ
て
み
た
い

と
い
う
夢
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
ル
サ
と
い
う
場
所
で
こ
れ
か
ら
取
り

組
ん
で
い
く
課
題
と
こ
の
小
さ
な
木
た
ち
の

成
長
を
地
域
の
み
ん
な
で
一
緒
に
見
守
り
実

現
し
て
行
く
こ
と
が
私
た
ち
の
理
想
で
す
。

羅臼町在住
辻中さんのルサへの思い

ルサ川河口付近には、昔は灌木林と湿地があった
んだ。そこを人間の都合で土砂捨て場として使って
しまった。でも、今思えばルサ川はものすごい貴重
な川だったんだと思う。その場所が自然の力で再生
していくための少しばかりのお手伝いができればと
思い、そんな思いから森づくりの事業に寄付をした
んだ。
ルサは今この時代に、自然と人間が一体になって、
でも不自然さを感じない場所。世界遺産にもなった
知床で人間も自然の一部であり、人の生活もその中
で織りなされてきたということを多くの人に感じて
もらえる、そんな場所になってほしいと思ってるよ。

＊辻中商店様からは、2016 年からルサ構
想で実施する事業へのご寄付をいただい
ています。辻中様は定置網漁業にも長く
携わられ、辻中商店ではサケなど魚の加
工等も行っています。
知床の魚の恩恵にあずかっているからこ
そ川を大切にしたい、再生したい、とい
う思いがこの寄付に込められています。
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